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ACY-A 型 



家庭用 


ドソツプタイプ 


保証書つき 


このたびは、お買い上げまことにあ 
りがとラございまず。 

ご使用になる前に、この取扱説明書 
を最後までお読みください。 
お読みになつた後は、お使いになる 
方がいつでも見られるところに必ず 
保管してください。 



ご意見をお寄せください。 

http://www.tigerjp/ 












コーヒーを おいしく楽しむた 

豆や粉は 豆や粉を 

必要な分だけ買う 保をするときは 

1週間から10日程度で密封して冷蔵庫に 
使いきる 量を買 ラよラ 高温多湿に弱く香りが 

にしましよラ。また、飲 とびやすいので、密封 

むたびに必要な分だけ できる容器に入れ、冷 

ミルで挽いてドリップ 蔵庫など低温のところ 

するとよいでしよラ。 で保存しましよラ。 




家族や友達と過ごす楽しい時間、 
のんびりくつろぐときに 一 
ちよっぴり賛沢な 

~ヒ^~生活はじめましよう。 




ふわふわの泡ミルクもおまかせ！ ‘ n 
簡単•手軽に本格派 nl ヒーをご家庭で 


'卢 


暑. 



めのポイント 

なるべく早めに 
飲みましょう 
冷めたり、風味がそこ 
なねれてしまラので、 
早めに飲みましよラ。 



代表的な 
コーヒー豆の 
種類と特長 


中味 


•ブルーマウンテン 

•ブラジル 

•サルバドル 


酸味 


キリマンジャロ 

モカ 

コロンビア 
ガテマラ 
八ワイコナ 


苦味 


•7 ンデリン 
•ロブスタ 


を < じ 

まを上のごを意 . 4 

各部のなまえと付属品 . 8 

^はじめて使うとき 


下 しばらく使わなかったとき•••10 

ヒ 

! ホットコーヒーをいれる 
? アイスコーヒーをつくる 


J と （ドリップ） . 12 

ク 

泡ミルクをつくる 

_ (スチーム） . 18 

—お手入れずる . 22 

• 使うたびに洗う部品 . 22 


ま5 • 巧れるたびにお手入れする箇所… 22 

^ • サーパ'—ふたのはずしかた-つけかた…23 

れ •ドリップのお湯の出具合が悪くなったとき…24 
• スチームのお湯の出具合が悪くなったとき…24 
_ • 本体贿 M 〔残った 7 j < を排水ずる(クリ-ニンク')…24 

^故障かな？と思ったら••••-25 

古 消耗品•別売品の 
2 お買い求めにっいて ••• 27 

•樹脂部品(傷んできたとき） . 27 

_ • パッキン(消耗品） . 27 


仕様 . 27 

保証とサービスについて . 27 

mm % . 裏表紙 


この取扱説明書では、コーヒー豆を挽いた後 
のものをコーヒー粉として表記しています。 
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♦ここに表した注意事項は、お使いにな 
る人や化の人々への危害や財度への損 
害を末然に防止ずるためのものでず。 
安全に関ずる重要な内容でずので、必 
ずお守りくだまい。 

♦本体に貼付しているご注意に関ずる 
シールは、はがまないでくだまい。 


表示内容を無視して、誤った使いかたをしたと 
きに生じる危害や損害の程度を、が下の表示 
で区分して説明しています。 


取り扱いを誤った場合、使用 
八離生 者が死亡または重傷 W を負 
胃！ラことが想定される内容を 
7 J \ しま一す0 


取り扱いを誤った場合、使用 
者が傷喜* 2 を負ラことが想 
A 江思 定されるか、または物的損 
害 W の発生が想定される内 
容を示します。 


*1 重傷とは、失明や、けが、やけど搞温-低温)、感 
電、骨折、中毒などで後遺症が残るものおよび治 
療に入院-長期の通院を要するものをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院-長期の通院を要さないけ 
がややけど、感電などをさします。 

*3 物的損害とは、家屋-家財および家畜•ペットな 
どにかかわる拡大損害をさします。 


図記号の説明 


A A 記号は、警告、注意を示します。 
/ \具体的な注意内容は図記号の中や 
ま意近くに絵や文章で表します。 


. Q 記号は、禁止の行為であること 
を示します。具体的な禁止内容は 
図記号の中や近くに絵や文章で表 
示 します。 


•記号は、行為を強制したり指示 
したりする内容を示します。具体 
齡指示内容は図記号の中や近く 
一"""に絵や文章で表します。 


ご使用前じよくお読みの上、 
必ずお守りく ださい。 



{女全上のご注意 


A 警告 


⑩ 

分解禁止 


改造はしない。 

修理な術者な外の人は 
分解したり、修理をしない。 


け一八'—ふたは、お手入れ時に分解でき 
まず。） 


獲) 

めれ手禁止 


めれた手で、差込プラグの抜き差し 
をしない。 

感電やけがをずるおそれ。 


0 フィルター.コーヒーサーバー、 
またはミルクカップ七ットを 
禁と巧りつけないが態で使わない。 


火災•感電-けがの原因。 


やけどや故障のおそれ。 


交流 lOOVJU 外では使用しない。 
(日本国内 100 V 専用） 

が止 

火災 • 感電の原因。 


ベ、子供だけで使わせたり、 

幼児の手が届くところで使わな 

やけど-感電-けがをずるおそれ。 


い。 


〇 定格 15 AJU 上のコン七ントを 
単独で使用する。 

他の器具と併用ずると、分岐コンセント 
部が異常発熱して、発火ずるおそれ。 


電源コードは、 

vV 破損したまま使用しない。 

" ^また、電源コードを傷つけない。 

(加工ずる-無理に曲げる-高温部に近 
づける-引っ張る-ねじる-たばねる • 
重いものを載せる-挟み込むなど） 
火災-感電の原因。 


〇 差込プラグにほこりが 
付着している場合は、 

必ず実施よくふき取る。 

火災の原因。 


〇 差込プラグは根元まで 
確実に差し込む。 

必ず実施 

感電-ショート-発煙-発火のおそれ。 


(D 

接触禁止 


使用中や使用後しばらくは湯出口- 
フィルター-本体上部 • 水受けトレ 
イなどの高温部に触ったり、顔など 
を近づけない。 


やけどをずるおそれ。特に乳幼児には、 
さわらせないよラにを意ずる。 


本体上部 




水めれ禁止 


本体は、水につけたり、 
水をかけたりしない。 

シヨート • 感電のおそれ。 


0 電源コードや差込プラグが傷んだり、 
コン七ントの差し込みがゆるいとき 
禁止は使用しない。 

感電 • ショート • 発火の原因。 
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A 警告 


o 

必ず実施 


異常-故障時には、直ちに使用を 
中止する。 

そのまま使用ずると、火災•感電-けが 
のおそれ。 

〈異常-故障例〉 

-ご使用中、電源コード、差込プラグが異 
常に熱くなる。 

-電源コードを折り曲げると通電したり、 
しなかったりずる。 

-水タンクや本体からかもれずる。 

-その他の異常や故障がある。 

ずぐにプラグを抜いて、販売店へ点検- 
修理を依頼ずる。 


A ま意 


を 

プラグを巧く 


使用時な外は、 

差込プラグをコン七ントからおく。 

けがややけど、絶縁劣化による感電•漏 
電火災の原因。 


A 必ず差込プラグを^ 
V 持って引き抜く。^ 


必ず実施 


感電やショートして 
発火ずるおそれ。 



0 


タコ足配線はしない。〜 

火災のおそれ。 



ベ、不安定な場所、熱に弱いテーブルや 
敷物などの上では使わない。 

火災や、テーブル-敷物の変色-変形の 
原因。 


壁や家具の近くでは使わない。 

蒸気または熱で壁や家具を傷め、変色- 
'パ 変形の原因。キツチン用収納棚などを使 

うときは、中に蒸気がこもらないように 
注意ずる。 


^倒したり落としたりぶつけた 
強い衝撃を与えない。 


り、 


故障や、かタンク-かタンクふた-コー 
ヒーサーバーなどが破損してけがをずる 
おそれ。 


専用の コー ヒーサ 
使わない。 


—バーな外は 


お湯があふれて、やけどや故障ずるおそれ。 
また、テーブルや敷物を巧ず原因。 


0 


8 

0 


抽出中にコーヒーサーバーを 
はずしたり、サーバーレバーを触ら 
ない。 

やけどや、テーブル-敷物を巧ず原因。 

コー ヒーサ ーバー をのせたまま 
本体を動かさない。 

やけどやけがの原因。 

コーヒ ーサー バーを直接火に 
かけたり、電子レンジで使わない。 

破損して、やけどや 
けがの原因。 
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コーヒ ーサー バーを 
冷蔵庫や冷凍庫に入れない。 

破損して、けがの原因。 

水タンクに水が入っていな t N が態 
でのカラだきはしない。 

故障や火災の原因。 


{女全上のご注意 


6 


^水受けトレイをはずして使わない。 

Vj やけど-テーブルや敷物を巧ず原因。 

0 ミルク泡立て中に、 

ミルクカップをはずさない。 

蒸気によるやけどの原因。 


ミルクをミ包立てるときは、スチーム 
時間の目まをずる。 -^ p .20 

必ず実施 、 

時間が長ずきると、あふれてやけどの 
原因。 


〇 続けて使用するときは、本体が冷め 
るまで(約10分)待つ。 

必ず実施 

ずぐに水を入れたり、動かしたりずると、 
蒸気が暖出してやけどをずるおそれ。 


本体を丸洗いしたり、本体内部や 
vy 底部に水を入れたりしない。 

が止 

ショート-感電のおそれ。 


〇 お手入れは冷えてから巧う。 

_高温部にふれると、やけどのおそれ。 


广末永くご使用いただくためのご注意 1 

• 乂気の近くでは使わない。 

変形 • 故障の原因。 


•業務用として使わない。 

故障の原因。 


•水タンクに水な外のものを入れない。 

故障の原因。 


•指定の大きさのぺーパーフィルターな 
外は使わない。一 P .9 

うまくドリップできない-故障-コーヒーが 
あふれる原因。 


•水タンクに水を入れて七ットした後は、 
水タンクをはずさない。 

本体内にたまった水が逆流して、水もれや故 
障の原因。 


♦水タンク-水受けトレイに水を入れたま 
まが置しない。 

故障や変色.におい-腐敗の原因。 



水受けトレイ 


•フィルター•散水板 • コー ヒーサ ーバー • 
ミ J レクカップ七ットは、使うたびにお手入 
れする。 

においの原因。 


• ミネラルウォーターやアルカリイオン水 
を使用した場合は、よりこまめにお手乂 
れする。 

本体内部にカルシウム分が付着しやずくなった 
り、また、付着したカルシウム分がはがれて本体 
内のお湯の出□をふさぐなど、故障の原因。 


•コーヒーサーバーをななめに傾けたり、 
サーバーレバーを押したまま、持ち運び 
しない。 

内容物がもれて、やけどのおそれ。 


•コーヒーサーバーを落とさない。 

保温効果が下がる原因。 
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注ぎ口 



サーバー ふた 

分解してお手 
入れできまず。 

一 P .23 


サーパーレバー 

パツキン大 
一 P .23 

サーバーとつ 手 



箱をあけたら、 

まず確認しましよう！ 



各部のなまえとが属廊 
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水タンク(目盛つき) 




計量スプーン…1個 

ずり切り 1 杯約 7g 



ぺーパーフイルター… 5 枚 

市販のものも使えまず。 
(サイズ 1 x 2 または 102) 



〈操作部〉 

クリーニングランプ 


クリーニング 


キー 
一 P .24 

スチー厶ミルク 
ランプ 





スチー厶ミルクキ- 


r ドリップ j 位置 

ドリップずるとき、切替 
レバーを この位置に合 
わせる。 

ドリップランプ 


roffj 位置 

切るとき、または 
クリーニングずるとき、 
切替レバーをこの位置に 
合わせる。 


一 P .20 


^スチーム- — r スチーム J 位置 

ミルクを泡立てるとき、 
切替レバーをこの位置に 
合わせる 0 
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サーバーふたをはずず。 




ぶ 



本体内を洗浄ずるために、 

1〜2回ドリップずる。 

ィ JZ 〜17 

かは、水タンクの。の目盛「んまで入れる。 

口ーヒー粉やぺーパーフィルターは、セットしない。 
ドリップ後のお湯はずてる。） 




フイルターのはずしかた-つけかた 


♦はずしかた 



►つけかた 



「カチッ J と音がずるまで 
差し込む 


み 



ごを意 


♦か受けトレイは確実にセットずる。お湯が 
あふれて、やけどのおそれ。 

♦かタンクが外に水を入れない。 
♦フィルターを差し込むときは、奥まで確実 
に入っていることを確認、ずる。 

フィルターが脱落したり、コーヒー（お湯) 
があふれるおそれ。 


お手入れして、ドリップで本体内を洗浄。 

~ヒ^~メ^~力^~をきれいにするのが、 

おいしいコーヒしつくりの第一 歩！ 


はじめて使ぅとき 
しばらく使わなかったとき 
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付属の計量スプーンで、 
コーヒー おを 
ペーパーフイルターに 
入れて上面をならず。 

【アイスコーヒーをつくるとき】 
アイス用コーヒー粉を使いまず。 


5 



フイルターに散水板をつけ、本体に 
七ツトずる。一 P .11 



し ぺーパーフィルターの折りかた 

底と横のミシン目を、約 Icm 折り曲げまず。 

②底と逆側に折る ③広げる 



み 



コーヒー粉を入れる目安 


♦コーヒー粉はお好みにより加減ずる。 
♦カツプ数より少ない量はつくらない。 
ホツトコーヒー 


カップ数 

コーヒー粉(計量スプーンすり切り） 

>> i マグカップ 
LP 約 180 mL 

二!ーヒー 

总ヵップ 
約 120 mL 

1カップ 

1.5 杯 

- 

2カップ 

3杯 

2杯 

3カップ 

- 

3杯 

4カップ 

- 

4杯 


アイスコーヒー 



コーヒー粉(計量スプーンずり切り） 

カップ数 

pJ , 1カップ 


し/約 60 mL 

2カップ 

2杯 

3カップ 

3杯 

4カップ 

4杯 


ごを意 


♦散水板はフイルターに必ずつける。 

コーヒー粉の飛び散りの原因。 

♦水受けトレイにお湯（水）などが入った状 
態でドリップしない。また、か受けトレイ 
は確実にセットずる。お湯があふれて、や 
けどのおそれ。 


~ヒ^~サ^~ バ ~が煮つまりを防いで、 
おいしさをキープしてくれるのね。 


ホットコ I ヒ I をいれる 

アイス nl ヒ I をつくる—ドリップ 
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コーヒーサー八'—を本体に 
確実に正しく七ツトずる。 


グ 


水タンクをはずし、 

水タンクに水を入れる。 

つくるコーヒーのカップ数に応じた目盛まで水を入れ 
まず。 

(互2の目盛「んを超えて、水を入れない。コーヒーサー 
バーからコーヒーがあふれるおそれ。） 


HOT 

注 


HOT 

/ひ 


アイス 
コーヒー 

(約 60 mL )' 
の目盛 


4 - 


.ココマデ 


コーヒ ー 
カップ 
(約 120 mL ) 
の目盛 


スチーム5ルク巧 
クリーニンブ用 


マグカップ \ミルクの泡立て一 P .18. 
(約 180 mL ) ^-クリーニング ー P .24 の 
の目盛 目盛 




〔 水タンクについて 〕 

♦水タンクには、水を入れる。 

お湯や熱湯を入れてドリップずると、故障 
の原因になりまず。 

♦かタンクは、必ず本体からはずしてかを入 
れる。本体にセットしたまま水を入れる 
と、水管に水が流れ込み、水量が多くなり 
まず。 


♦かタンクは、確実にセツトずる。 



ごを意 


サーバーふたは必ずしめる。コーヒーがこ 
ぼれる原因。 



ホットコ I ヒ I をいれる 

アイス nl ヒ I をつくる IK ソップ 
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切替 レバーが rOffj 位置に 
なっていることを確認し、 

差込プラグをコンセントに差し込む0 

切替レバーが 「 Offj 位置になっていないときは、 

「ピピピ J と音が鳴り、3つのランプが 
点滅してお知らせしまず。 


ぶ 



切替 レバーを 

f ドリッス位置に合わせる。 

予熱中はドリップランプが点滅し、ランプが点なに切 
り替わったら、ドリップを開始しまず。 

※予熱不要の場合は、ドリップランプが点なしまず。 




ドリップが終わったら 
ピーピーピーと 音が 鳴り、 

ドリップランプが消丹。 

切替レバーを rOffj 位置に合わせ、 

コーヒーをミまぐ。 

お湯や蒸気が完全に止まってから取り出し、サーバー 
レバーを押しながらカップなどにをぐ。 



ピーピーピーと 
鳴ってから 
取り出ず 



【アイスコーヒーをつくるとき】 

① サーバーふたをはずし、コー 
ヒーサーバーに氷を入れて、 
かきまぜながら冷やず。 

(氷はドリップ後に入れる。） 

② サーバーふたをつけて、サー 
バーレバーを押しながらをぐ。 


氷(大きい氷は 
ルさくずる） 



み 


補 

1 

「 Of む位置 

( Off 

クリ-ニンブ 

V — 1切替 
▼ レバー 


サーノ K ' —レノ K —を 

押しながら 

こぼさないよラにをぐ 



差込プラグをコン七ントから抜き、 
1分な上経ってから、 

水受けトレイのお湯(ス村をずてる。 




ip 

1 ^、《:を 


レ 


1 熱のの」ーヒーをお灯がのみ(み ) 

あらかじめ熱湯などで温めておいたカップ 
にをぎまず。 

1 J —— t * ——の温 iSk - J し、て ) 

コーヒーサーノ K ' 一が保温しまずが、時間経過 
とともに冷めていきまず。 

r ドリップ後のコーヒー粉は取り出ず J 

冷めてから、フィルターをはずし、ぺーパー 
フィルターごと取り出しまず。 

[ 続けてつくるとき ) 

① 本体が冷めるまで(約10分)待つ。 

② P .1 2からの手順で、再度、ドリップずる。 


できあがり時間の目安 


約5〜8分でできあがりまず。 

※できあがり時間は、室温-水量-コーヒー 
粉の量などにより変わりまず。 


本体の音について 


切替レバーを 「 OffJ 位置に戻した後、本体内 
部のかを外へ出ずため、10〜20秒、程度、音 
が鳴りまず。 


ごを意 


♦ドリツプ中にコンセントはおかない。 
間違って抜いた場合は、一度切替レバーを 
•" Offj 位置に戻し、再度「ドリツス位置に 
合わせる。 

♦サーバーふたをしめた状態でも、コーヒ ー 
がこぼれるため、コーヒーサーバーを傾け 
ない。 

♦コーヒーサーバーを傾けた状態で、サー 
バ—レバーを離さない。サーバーふたの 
内部に少量のコーヒーが残り、持ち運ぶと 
きなどにコーヒーがもれるおそれ。 


ホッド nl ヒ I をいれる 
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水受けトレイに 

何も入っていないことを確認し、 
確実に七ットずる。一 P .12 

ミルクカップふたに、 

ノズル • ノズルカバーを取りつける。 


ノズル カバー 


① 

凹と凸を合わ 




② 

合わせる 


ぶ 

4 



③ 

まねして 
取りつける 



水タンクをはずし、 

7 jC タンクのスチームミルク用の目盛まで 
7 jC を入私本体にセットずる。一 PJ 4 


5 



ミルクカップ七ツトを 
本体に取りつける。 


①ミルクカップふたの上部を 
図の位置に合わせて「カチツ J 
と音がずるまで差し込む 


②奥まで確実に入っている 
ことを確認ずる 




广ノズルカバーは確実にセットずる J 

ノズル.ノズルカバーが確実にセットされ 
ていないと、ラまく泡立ちません。 



加工乳 • 低1脂肪乳 • 生クリーム•コーヒー 
用ミルク（コーヒーフレッシュ）などを使う 
と、うまく泡立ちません。 

r 牛乳は冷たいものを使う J 

牛乳の温度が高いと、ラまく泡立ちません。 

[ 牛乳は目盛 「lj (約 60 mL ) が上入れる） 

目盛 「lj (約 60 mL ) 未満の場合、うまく泡立 
ちません。 

(ミルクカップセットは確実に取りつける) 

奥まで入っていない。 



ごを意 


♦かタンクには、水を入れる。 

間違って牛乳を入れると、故障の原因。 
♦目盛 「2 j (約 lOOmL ) を超えて、牛乳を入 
れない。ミルクカップから泡ミルクがあ 
ふれて、やけどのおそれ。 

♦ノズル取りつけ部のパッキンをはずさ 
ない。 


ふわふわの泡ミルクがつくれるから、 

デザ^~卜感覚のアレンジ~ヒ^~が楽しめる のね。 

泡ミルクをつくる I スチ—ム 



18 


19 



















































































グ 


切替レバーが rOffj 位置に 
なっていることを確認し、 

差込プラグをコンセントに差し込む< 


ぷ靈 

夕 



み 


•" Offj 位置 


[¢1 


卜 


切替 

レバ- 



を押ず。 

スチームミルクランプが点滅倚熱がはじまる)。 



スチームミルクランプが点なに 
変わったら(予熱終了)、切替レバーを 
■"スチーム J 位置に合わせ、 

泡立てを開始ずる。 


ぶ 



「スチーム_1位置 


( Off 

クリ-ニンブ 

ス チー ム 

♦切替 
□3^ レバ- 

「 Of む位置 

( Off 

クリ-ニング 

(ス チー ム 

古 S ?] 替 
,_T い卜 

) 


ミ包ミルクの状態を確認して、切替レ八一を 
Wfj 位置に合わせて止ゆる。 

スチームは自動では止まりません。 

【スチーム時間の目安】 

♦1 杯分(約 60 mL ) :約30秒 
♦2 杯分(約100 mL ) :約60秒 



ミルクカップセットを 
本体から取りはずし、 

ミルクカップふたをはずして、 
泡ミルクをコーヒーに入れる。 

泡ミルクの上に、シナモンパウダーや 
キヤラメルソースをトッピングして、 

アレンジコーヒーを楽しめまず。 


差込プラグをコンセントから抜き、 

1分な上経ってから、水タンクの水- 
水受けトレイのお湯(ス村をずてる。 



ミ )レクカップレバー 
を下へ押しながら、 
まっすぐ引き抜く 





泡ミルクについて I 


ミルクの泡と温かいミルクの2層にわかれまず。 


温かい 

ミルク 



♦ミルクの泡 . スプーンでのせる 

♦温かいミルク……をぐ 


本体の音について 


切替レバーを rOffj 位置に戻した後、本体内 
部の水を外へ出ずため、10〜20秒程度、音 
が鳴りまず。 


ごを意 


♦予熱できていない状態で、切替レバーを 
r スチーム J 位置に合わせると、 r ピピピ J 
と音が鳴り、スチームが出ません。 

♦ミルクカップセットが確実に取りつけられ 
ていないと、 (スチームミルプ I を押したとき 
「ピピピ J と音でお知らせしまず。 

「ピ ー J と音が鳴るまで、確実に取りつける。 

♦泡立てを開始ずると、「キュー… J と音が 
鳴りまずが、故障ではありません。 

♦ミルクを長く （90 秒が上）泡立てない。ミ 
ルクカップから泡ミルクがあふれて、やけ 
どのおそれ。 

♦泡ミルクを入れるときは、必ずミルクカツ 
プふたをはずして入れる。 

ミルクがもれて、やけどのおそれ。 
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♦差込プラグを抜き、冷えてからお手入れ 
しまず。 

♦洗剤でお手入れずるときは、台所用合成 
洗剤(食器用-調理器具用)を使いまず。 
♦スポンジ.歯ブラシ.布はやわらかいも 
のを使いまず。 



C 


使ラたびに洗ラ部品 


りイルター）〔水タンクふた ）（ 水タンク 





な受けトレイ ）（ ミルクカップふた） G ミルクカップ） 



C ノバ J レ J (ノスル刀 A—J V —パ^—ふた ) 



※巧れてきたら、 
P 23 のよラに 
はずして洗ラ。 


1洗剤をラずめた水またはめるま湯で、スポン 
ジや歯ブラシを使って洗い、水でずずぐ。 

2サーバーふたを振って、巧から水を抜く。 

3 乾いた布で水分をふき取り、充分に乾燥させる。 


ごを意 


♦シンナー類-クレンザー-漂白剤-化学ぞうきん • 
金属たわし • ナイロンたわしなどは使わない。 
♦食器洗浄機や食器乾燥器、熱湯などは使わない。 
♦コーヒーサーバーのつけおき洗いをしない。 



コ ーヒー サーバ ー) 

I 内側は、洗剤をラずめた水また 
はめるま湯で、スポンジや歯ブ 
ラシを使って洗い、水で充分に 
ずずぐ。巧れが目立ってきた 
ら、クエン酸（約 lOg ) をめるま湯でうずめて 
コーヒーサーバーに入れ、2〜3時間後にや 
わらかいブラシできれいに洗い、水で充分に 
ずずぐ。 

2外側は、洗剤をうずめたお湯に布をひたし、 
かたくしぼってふく。 

j 乾いた布で、水分-洗剤分をふき取り、充分 
に乾燥させる。 

コーヒーの巧れには、ステンレスボトル用洗浄 
剤 TAA - A 100 (別売品）のご使用をおずずめ 
しまず。 


令水タンクのパッキンは、 
はずさない。 水タンク 
水もれの原因。 



パツキン 


♦ミルクカップふた、ノズルのパッキンは、はずさない。 
♦ノズル先端の巧に汚れが付着した場合は、細い 
棒状のものを差し込んで取り除く。 


巧れるたびにお手入れずる箇所 


本体 


1洗剤をラずめたお湯に 
布をひたし、 

かたくしぼってふく。 

2乾いた布で、 

水分-洗剤分をふき取り、 
充分に乾燥させる。 



^電源コード j 
〔差込プラグ） 
乾いた布でふく。 


ご注意 



本体を水につけたり、かをかけたりしない。 


サーパーふたの 
はずしかた-つけかた 


はずしかた 


※必ず A 部をはずしてから B • C 部をはずず。 



C つけかた） 

〈 A 部を取り付けるとき〉 

「カチッ J と音がずるまでまねして取りつける。 
※パッキン中のねじれやはずれにを意ずる。 



ご注意 


♦パッキン中がはずれたパッ幸ン中 
ときは、を意して奥まで 
きっちりはめ込む。 

♦パツキン大がはずれたときは、向きにを意して奥 
まできっちりはめ込む。 



17《ツキン大の断面図 I 

パツキン大 


—^ パ、: 



♦弁パッキンとパッキンルは、はずさない。故障の 
原因。 


こまめにお手入れして、 
清潔•長持ち！ 


お手入れする 
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ドリツプのお湯の出具合が悪くなったとき 




クエン酸を使って、ミネラル成分を取り除く。 

① 水受けトレイに何も入っていないことを確認 
し、確実にセットする。一 P .12 

② 散水板をフィルターにつけ、フィルター(ぺ一 
パーフィルターは不動をセットする。一 P .11 

③ コーヒーサーバー をセットする。一 P .14 

④ 水タンクに、クエン酸約 lOg (大さじ1枫を入 
れ、、ごの目盛「4」まで水を入れてまぜる。 

⑥水タンクふたをしめ、水タンクを本体にセットずる。 
一 P .14 

⑥切替レバーが 「 Off 」 位置になっていることを確認 
し、差込プラグをコンセントに差し込む。一 P .16 


③ リー ニン グ j と 
反チームミルク) を 
2秒が上長押しする 


(クリー ニン グランプが点滅)。 



⑥切替いく一を「ドリップ J 位置に合わせる。一 P .1 6 

(9) ピーピーピーと鳴って、クエン酸洗浄が自動的 
に止まったら、切替レバーを 「 Off 」 位置に合わ 
せる。 

⑩約10分たったら、水タンクに残ったクエン酸水 
をすてて、すすぐ。 

⑩1分が上経ってから、コーヒーサーパ'—•水受け 
トレイのお湯(水）をすてる。 

⑩クエン酸水のにおいをとるために、水タンクの 
玉2の目盛「4」まで水を入れ、1〜4回ドリップ 
する。一 P .12 

※ぺーパーフイルター•コーヒー粉はセットし 
ない。ドリップ後のコーヒーサーバー•水受 
けトレイのお湯(水）はすてる。 


スチームのお湯の出具合が悪くなったとき 


クエン酸を使って、ミネラル成分を取り除く。 

① 水受けトレイに何も入っていないことを確認 
し、確実にセットする。一 P .12 

② ミルクカップセットを取りつける。一 P .18 

③ 水タンクに、クエン酸約 lOg (大さじ1枫を入 
れ、、ごの目盛「4」まで水を入れてまぜる。 

@ 水タンクふたをしめ、水タンクを本体にセットずる。 
一 P .14 

⑥切替レバーが 「 Off 」 位置になっていることを確認 
し、差込プラグをコンセントに差し込む。 ^ 9.20 


⑥ (クリー ニン グ] と 
{Xi — ムニ iJ しク I 夕 : 

2秒が上長押しする 
(クリーニングランプが点滅)。 



③切替レバーを「スチーム」位置に合わせる。一 P .20 

⑥ピーピーピーと鳴って、クエン酸洗浄が自動的 
に止まったら、切替レバーを 「 Off 」 位置に合わ 
せる。 

( D 約10分たったら、水タンクに残ったクエン酸水 
をすてて、すすぐ。 

⑩1分が上経ってから、ミルクカップセット-水受 
けトレイのお湯(水）をすてる。 

⑩ク エン 酸水のにおしぶとるために、水タンクのスチーム 
ミルク用の目盛までかを入れ、1〜4回スチームを出ず 
(ミルクカップの目盛 「 lj までかを入れる)。一 P .18 
※牛乳は入れない。スチーム後のミルクカップ 
セツトのお湯(水）はすてる。 


本体内部に残った水を排水ずる（クリーニング) 


① 水受けトレイに何も入っていないことを確認 
し、確実にセットずる。一 P .12 

② 水タンクをはずし、クリーニング用の目盛まで 
水を入れて本体にセットする。一 P .14 

③ 切替い卜が 「 Off 」 位置になっていることを確認 
し、差込プラグをコンセントに差し込む。一 P .16 


® りリーニング j を押す。 

(クリーニングランプが点滅） 




⑥クリーニングが終わったら冰がなくなったら)、 
ピーピーピーと鳴って、クリーニングランプが消灯。 
1分が上経ってから、水受けトレイのお湯(水）を 
すてる。 


お手入れする 
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故障かな？と思ったら 


修理を依頼される前に、ご確認ください。 


こんなとき 


ご確認いただくこと 


直しかた 


キーを押したり、 切替 レバーを 
操作してち、ランプがつかな し、。 


お湯が出なし、。 


お湯の出具合が悪い。 
(時間がいつもより長くかかる） 


コーヒーサー パ'—から 
あふれる。 


水受けトレイからあふれる。 


水受トレイから蒸気が出る。 


ミルクカップから 
泡があふれる。 


ミルクが泡立たない。 



差込プラグをコンセントに、 


差込プラグをコンセントに、1 


差し込んでいますか。 


差し込む。 


水タンクに水が入って 
いますか。 


水タンクに水を入れる。 


水タンクがセットされていま 
すか。 


正しく確実にセットずる。 



湯出口 - ノズルの先端に 


お手入れする。 1 


ミちれが付着していませんか。 


1 


ミネラル成分を取り除く。 


サーバーふたが目詰まりして 
いませんか。 


サーパ' 一ふたをお手入れする。 


水タンクに水を入れすぎて 
いませんか。 


水タンクの互2の目盛「4」 
を超えて、水を入れない。 


フィルター • 散水板をセット 
していますか。 


フィルター•散水板を確実に 
セツ h する。 


水受けトレイにお湯（水）な 
どが入ったままになっていま 
せんか。 


水受けトレイに何も入って 
いない状態で使ラ。 



続けて使っていませんか。 


続けて使うときは、本体が冷め1 

戸 


戸 

るまで（約10分)待つ。 1 



スチーム時間が長すぎませ 


スチーム時間を短くする。 1 

戸 

んか。 

戸 

1 


► 


牛乳の量が多すぎませんか。 


牛乳の量を減らす。 



牛乳の量が少なすぎませんか。 


ミルクカップの目盛「1」が上1 




の牛乳を入れる。 1 


ノズル•ノズル カバーがセツ 
卜されていまずか。 


正しく確実にセットする。 


牛乳の温度が高くないですか。 


冷たい牛乳を使う。 


グ/の 

ページ 


16-17 

20-21 


14 -15 
18 -19 


22-23 


24 


23 


14-15 


12-13 


12-13 

18-24 


21 


21 




加工乳.低脂肪乳.生クリー 


成分無調整の牛乳を使ラ。 


ム•コーヒー用ミルク（コー 


1 


ヒーフレッシュ）などを使つ 


1 


ていませんか。 
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故障かな？と思ったら 


こんなとき 


ご確認、いただくこと 


直しかた 


スチームが出ない。 


「ピピピ」と音が鳴り、 
スチームが出ない。 


「ピピピ」と音が鳴り、 
ドリップできない。 


「ピピピ」と音が鳴り、 

3つのランプが点滅し、 
作動しない。 


水タンクに水が残った状態で 
「ピーピーピー」と音が鳴り、 
ドリップランプが消灯した。 


「ピーピーピー J と音が鳴り、 

スチームミルクランプが消灯した。 


こんなとき 


コーヒーがめるい。 
(保温が効いていない） 


樹脂部品にキズ（欠け）のよ 
ラに見える箇所がある。 


樹脂などのにおいがする。 


作動音や振動が大きい。 


本体上部が熱くなる。 


お湯.スチームが出ず、 

水受けトレイから蒸気が出る。 



切替レバーを「スチーム」 


切替レバーを「スチーム」位置1 

W 

位置に合わせていますか。 

W 

に合わせる。 1 


ノズル•ノズルカバーがセツ 
卜されていますか。 


正しく確実にセットする。 



スチームミルクランプが 


〔スチームミルク)を押し、 1 

W 

点灯していますか。 

W 

ランプが点灯するまで待つ。 


ミルクカップセツトが取り 
つけられていますか。 


ミルクカップセットを正しく 
取りつける。 


ミルクカップセットを取りつ 
けて、切替レバーを「ドリッス 
位置に合わせていませんか。 


フイルターとコーヒーサー 
バーをセツ 卜ずる。 


差込プラグを差すときに、切 
替レバーが 「 Off 」 位置が外 
になっていませんか。 


切替レバーを 「 Off 」 位置に合 
わせてから、使う。 



水タンクに水を入れすぎて 


水タンクの互2の目盛「4」を1 

W 

いませんか。 

W 

超えて、水を入れない。 1 


► 


できあがりのコーヒーの量が 
少なくありませんか。 


ミネラル成分を取り除く。 



ノズル先端の巧に巧れが付 


お手入れする。 1 

W 

着していませんか。 


1 



コーヒーサーバーが保温しますが、時間経過とともに冷めていき 
ます。抽出したコーヒーの量が少ない （1 〜2カップ）と冷めやす 
くなります。 


寒冷地など、使用環境の厳しい状況では、充分な保温効果が得ら 
れない場合があります。 


樹月旨成形時に発生する跡で、使用上の品質に支障はありません。 


使いはじめのうちは、樹脂などのにおいがすることがありますが、 
ご使用とともに少なくなります。 


本体内のポンプで水をくみあげ、本体内に水を通ず音です。 
故障ではありません。 


本体上部にあるヒーターが発する熱によるものです。 
故障ではありません。 


本体内部の水の経路が詰まっているおそれがあります。 
お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。 


20-21 


18-19 


20-21 


18 -19 


12〜15 



14-15 


24 


23 
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消耗品-別売品のお買いホめについて 


お買い上げの販売店、または「連絡先 J に記載のタイガーお客様ご相談窓□、消耗品•別売品のご購入専用ホー 
ムページでお買い求めください。 


♦樹脂部品(傷んできたとき） 

熱や蒸気にふれる樹脂部品は、ご使用にともない 
傷んでくる場合があるので交換してください。 
馆償修理） 


♦パッキン(消耗品） 

巧れやにおいがひどくなったり、破損したときは、 
上記でお買い求めください。 


化様 


電源 

消費電力 ( VV ) 

満水容量* ( L ) 

抽出方式 

コードの長さ* ( m ) 

100 V 50-60 HZ 

1000 

0.56 

ドリップ式 

1.25 


外形寸法* ( cm ) 

質量* ( kg ) 

幅 

奥行 

局さ 

KIJ ップ時 

20.4 

28.8 

38.2 

3.3 

スチーム時 

20.4 

27.4 

38.2 

2.9 


水 E 口は、おおよその数値でず。 


保証と サービス について 

修理を依頼される前にまず「故障かな？と思ったら」一 P. 25 をご覧になり、お調べください。 

それでも不具合の場合は、下記に基づき、お買い上げの販売店にご相談ください。 

1保証書の内容のご確認と保管のお願い 

保証書は、販売店にて所定事項を記入してお渡しいたしまずので、リぶ売店巧およびお買い上げ曰 J をご確認の 
上、内容をよくお読みになり、大切に保管してください。 

2保証期間はお買い上げの曰から1年間でず。(消耗品は除きまず。） 

保証書の記載内容に基づき修理いたしまず。くわしくは保証書をご賣ください。 

3修理を依頼されるとき 

• • • おそれいりまずが、製品に保証書を添えて、お買い上げの販売店にご持参ください。 

... まず、お買い上げの販売店にご相談ください。修理によって機能が維持できる場合は、 

ご要望により有料修理いたしまず。ご相談の際、次のことをお知らせください。 

①製品名 ② 品番 ③ 製品の状況(できるだけくわしく） 


4コーヒーメーカーの補修用性能部品の保ち期間は、製造巧ち切り後 5 年でず。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品でず。 

ち修理料金とは 

修理料金とは、おもに技術料と部品代で構成されていまず。 

L 技術料~ ] •••不具合内容の原因を診断ずる作業、故障箇所を修復ずる作業(修理および部品交換•調整 • 
修理後の点検など）の料金でず。 

I 部品代 I •••製品の修復に使った部品の代金でず。 

6その他製品に関ずるお問合せ、ご質問がございましたら、お買い上げの販売店、または 
f 連絡先 J に記載のタイガーお客様ご相談窓 □ (裏表紙)までご連絡ください。 

※本書に記載の意匠、仕様および部品は性能向上のために、一部予告なく変更ずることがありまず。 


[保証期間内 


保証期間を 
過ぎている 
と含 
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